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武雄市立橘小学校 

   校長 坂井 文明  
 

― やればできる  みがけば光る  一歩でも前進  続けて  続けて ― 

 学校教育目標 「生きる力を身に付け、学校・家庭・地域の思いを受け継ぐときわっ子の育成」 

☆学力向上 ☆チーム担任制 ☆官民一体型学校づくりの推進   ☆ＩＣＴ利活用教育・学びのＤＸ化の推進  ☆コミュニティ・スクールの導入促進  

 

 

 
 
３７日間の夏休みが終わり、８月２５日から１学期後半がスタートしました。校門のアサガ

オやマリーゴールドも子ども達を待っていました。特に大きなけがや事故の報告もなく、問題
行動があったという報告がありませんでしたので、「①規則正しい生活をする。」「②わるい
こと危ないことをしない。」「③携帯電話等インターネットのルールを親子で守る。」が守れ
たのだと思います。子どもたちのがんばりと保護者や地域の皆様に温かく見守っていいただい
たおかげだと感謝しております。夏休みは、長い休みでしたので、日頃経験できなかったこと
がたくさんできたと思います。プールや海水浴、家族旅行やキャンプ、バーベキュー等いろい
ろな経験ができたみたいです。プールは、「暑さ指数危険」「熱中症警戒アラート」が発令さ
れたときは、プールでの水温、気温を計測し、熱中症予防から中止せざるを得ない日が１０日
間中、６日ありました。６年生は、佐世保青少年の天地での自然体験教室がありました。２泊
３日の宿泊体験を終えて、たくましく感じました。８月２４日（日）の親子除草作業は、朝早
くから、暑い中ご協力いただき、校庭がきれいになり、教育環境が整い、運動会の練習に臨む
ことができます。 
９月からは、９月１３日（土）にふれあい道徳授業参観と創立１５０周年記念式典があり、

運動会、相撲大会、５年生自然教室、ときわ祭りと行事も目白押しですが、上半期の学習のま
とめ「通知表」もあります。引き続き、「かしこく・やさしく・たくましい子」になるために
努力を惜しまずがんばってほしいと思います。また、
「あいさつ」「返事」の凡事徹底を学校だけでなく、
地域、家でも徹底し、三つの和、学校・友達、家庭、
地域を大切にしてほしいと思います。また、これから
も感染症予防、熱中症予防に努め、交通安全に気を付
けて、規則正しく、健康・安全に過ごし、楽しい学校
生活を送ってほしいと思います。 

 
 
 
児童が、「学びたい」「成長したい」「認められたい」など、学校に求める期待や願いは

大きいものだと思います。学校は、そんな子どもの期待に応え、安心して笑顔で生活できる
場所であり続けるために、体罰を根絶し、保護者、地域に、信頼される学校づくりに取り組
んでいます。「いじめに関するアンケート」「教職員の指導に関するアンケート」は、児童
が、安心・安全な学校生活を過ごせるように実施するものです。６月には、保護者の皆様に
「いじめに関するアンケート」「教職員の指導に関するアンケート」のご記入をお願いし、
たくさんのご回答をいただきました。ご協力いただき、感謝申し上げます。アンケート回収
後の記述内容について、事情を確認した結果、いじめに発展しかねないと思われる事案や聞
いたり見たりしたことがある事案につきましては、児童に対しては、それぞれ対応し、７月
下旬の保護者面談等で説明させていただきました。また、職員への励ましのお言葉は、さら
なる教育活動へのモチベーションとなりました。子どもたちには「学校生活アンケート」の
記入をしてもらいましたが、教育相談等で、一人ひとりの個別面談を実施し、問題と思われ
る事案への対応を行いました。今回のアンケートだけでなく、定期的に行う学校での生活ア
ンケート、ＱＵテスト（子どもが楽しい学校生活を送るためのアンケート式心理テスト）等
を使って、安心・安全な学び舎、居心地のいい学校づくりに努めて参ります。 

 
８月２６日（火）に、５年生「田んぼの学校」の一環として「田んぼの生き物調べ」を行

いました。講師として、上野出身の大串 健様の他、ちゃりんこクラブより、山口様、古川
様、中村様、光武様が来てくださいました。子どもたち
は、学校の田んぼで見つけた益虫や害虫について、イン
ターネットで調べながら、稲の生育にどのような影響を
与えるのかを学び、生態系や環境を守るためにはどうす
ればよいかを考えることができました。 


